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京大広報
「団交」の場で，すでに総長が38時間におよぶ回
答をされていること，さらに教養部への固有の要
求は，このIDJ，一度も闘争委員会から出されてい
ないことなどから，上記の要求は，必ずしも的を
射ていないことが指摘された。
しかし「8項目要求」の背後にあるという忠似
性に対する検討が不十分であり，また，事態の推
移に関して新入生へ適切な情：報を伝えず，授業を
開始したことを反省し，16日の教官協議会は，17
日からの3日間を学生との討論にあて，従来の時
間割に沿った形で，授業担当教官が討論に出席す
ることを決定した。 〈なお17,18両日はたまたま
2回生の身体検査口であったので，一般教育科目
を中心とする 1・2回生合併虚業は，例年通り休
講することになった〉
さらに18日の教官協議会では，学生の提起した
問題に取り組み，話し合いを続ける一方，その
間，大学本来の業務である研究，教育を継続して
いくために，特別講義等を開始することが決定さ
れた。すなわち，正規の附間割による授業にかえ
て，新時間帯による特別講義．講演，セミナーな
どを実施すること．これらの講義は原則として午
後3時までに終了し，その後の時聞は，クラス討
論，クラブ活動，自主ゼミなどの自由な活動時間
にあてることなどである。
特別講義等は，教官の自由意志を尊重する形で
開講され，各教官は得意、のテーマについて講義す
る機会にめぐまれて，内容的にも充実したもので
あった。学生はどの講義を自社lに聴講しでもよ
く．みずから好きなカリキュラムを作成できるよ
うになっていた。
また，これと平行して，クラス単位，有志単位
など，種々の形式のセミナーが凶かれ， その数
は，特別講義を上廻るほどであった。従来から
も，Sコー スという形で部分的にセミナーは行な
われていたが，これほど多くのセミナーが聞かれ
たことはなかったし，また，これほど学生の自発
的な勉学意欲が盛り上ったことはなかった。これ
らの特別講義，セミナーなどの経験が，新しいカ
リキュラムに生かされていることは．京大広報第
17号で、述べたとおりである。
一方， 2月上旬に予定されていた43年度後期試
験は，一部を除いて未了のままになっていたが，
6月21日を提出期限とする レポート試験が実施さ
れ，この成績や他の資料を加えて，昭和43年度の
成績評定が行なわれた。こうして43年度授業に結
末がつけられると同時に，日本育英会奨学金の受
給学生に対して必要な単位が確保された。 この
間，教養部自治会，教養部闘争委員会，学生共闘
会議その他の学生との聞に， 弘、わゆる「団交」，
討論集会，話し合いなどがしばしば繰り返され，
教養部の立場や意見の表明，また学生の質問，要
求に対する回答が行なわれた。
7日17日の教官協議会の決定により，同日付で
4月21日以来実施してきた特別講義等は中止さ
れ，夏休みに入ることになった。夏休み中は，教
養部改革の第一歩となる懸案の教授会改組作業が
大詰をむかえ，連日の教官協議会の結果， 8月9
日，教授，助教授，講師，助手，教務職員全員を
もって構成する新教授会の成立をみた。 （この件
については，京大広報第14号を参照されたい〉
9月3日，教養部長は，授業再開について，学
生に次のような通知を出した。すなわち，学部の
空き教室利用など，授業再開のための方策を立て
てはいるが，なお再開の運びには至っていない事
情を知らせ．再開の日取りは，追って発表するむ
ねの内容である。
授業再開の方針は，9月13日の教援会で正式に
決定され，開講日の目標を29目前後とすること，
教養部のバリケード占拠が継続している現状か
ら，学部の空いた教室を利用して授業を行なうこ
と，従って教室の絶対数が不足するところから，
若干の授業を間引きして実施することなどが永認
された。
この方針に基づき， 「学生諸君へ」と題する16
日付部長書簡，暫定時間割表， 「学習指針と教養
部案内」などが学生に送付された。部長吉簡は，
教養部が占拠され，占拠学生への説仰が十分効果
をあげ得なかった実状を述べるとともに，教養部
においてさしあたり実行可能，実現の見込みのあ
る諸改革をあげ，改革への努力についての決意を
按涯し， さらに「大学の運営に関する臨時措置
法」に対する評議会の抗議声明（8月4日付〉を
教養部が支持した旨を報告し，最後に， 29日を目
安として，授業を再開することを伝えたものであ
った。
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9月24日，教授会は， 10月1日から暫定時間割
による授業を再開し，開講2週間後，教養部構内
で，正規時間割による授業を行なうことを最終的
に決定した。暫定時間主1Jによる開講本は，正規時
間割の約70%である。
10月1日より法・経・理・工の諸学部の教室を
使用して再開された授業は，心配された混乱もご
く少数で，かつ日を逐って混乱もみられなえなっ
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た。機動隊も11日に引き揚げ， 15日からは講義の
場所も教養部構内に戻り，正規時間割による授業
が，ほぼ平静に実施されている。なお，授業再開
にあたり，カリキュラム関係の改本の第一歩とし
て，授業時間帯の変更，セミナーの開始が行なわ
れたことは， 前号の京大広報に所掲の通りであ
る。
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